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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・平　義美様～　本日より７/１４（木）10時まで２泊３日の外泊となっています。御家族の方は外泊すると、そのまま帰院しない事を気にかけており出棟する際、御家族の前で外泊訓練の目的についての確認と、病院に戻る事を約束しています。帰院後は、自宅での過ごし方など外泊時の状態についての情報を得ましょう。

・庭野　弘樹様～本日15時より本人と御家族の方とで主治医面談を行っております。御家族には西病棟に来てからは、尿の出にくさの訴え聞かれていましたが、服薬調整にて改善されてきているので大丈夫でしょうと伝えています。現在、疾病教室を行っていますが、終了後は外泊訓練を行い８月の中旬に退院を検討していくと伝えています。退院後はデイケアや幸房の利用を検討していく事としています。

・米田　達郎様～現在、アルコールプログラムを行っておりますが、レポートの内容にまとまりなく、その都度６～７枚と書かれ提出しています。レポート提出の目的、プログラムの内容についての記載をお願いしていますが、本人「出来ない。文章をまとめて書けない。自分はシイナマコトの本が好きで影響されていてそのように書きたい」と話す事があり拒否みられております。今後もこちらからの枚数の制限はしませんが、プログラムの内容に沿って書く事は伝えていきましょう。現在、周囲を操作しようとする言動があり、自身の疾病に対する認識や入院し治療を行っているという認識に欠けています。周囲とのトラブルや衝動行為のないよう注意すると共に、また自己洞察出来るように関わっていきましょう。

・哘　政広様～　ＳＷの泉さんに手紙を渡しています。内容については「入院後、色々とお世話になって感謝しております」といった内容ではあるが、担当ＳＷを意識してしまう、嫌われたくない、変更してほしくない等、幼い言い回しの文章であります。ＳＷが本人へ確認すると、「変な意味はない」と一度話されていますが、再び来られ「必要ならばＤｒに見せてもいい。個人的に、精神的なものとか、気持ちがあって、それを上手く整理出来なくて書いたものです。良いか悪いか判断してもらって下さい」と話しています。ＳＷ側は自分の気持ちを表現する事は別に構わない事ではあるが、あくまで治療をしていく上でのケアを行っている立場である事を伝えています。今後も、哘様の援助を行っていく事には変わりはない事も併せて伝えています。

西病棟のスタッフへは「イライラする。薬を出して欲しい。東病棟へ移りたい。」など話しています。微かでも自身の考えている通りにいかない時や、周囲が自分の思い通りにならない時に上手く対処する事が出来ないと考えられます。この事が揮発性溶剤依存に至る主な要因となっているものと考えられます。今後、様々なストレスを揮発性溶剤等に依存しない方法で対処する事を身につけるのが今回の入院目的である事を伝えています。今後、疾病教室を取り入れながら自身の疾病に対する認識を深めて頂く様、関わっていく事とします。

＜全体連絡会議＞

· 有休休暇を取られる方は早めに申請するようにして下さい。

· スタッフのロッカー室にゴミを置かれている方がおり、各自、きちんと片付けるようにして下さい。

· ７月２６日（火）、中級試験を行う予定としています。対象のスタッフの方は受けるようにして下さい。

＜ＳＳＴ評価及び検討＞

・Ａユニット～外泊者もおり参加者は３名となっております。ウーミングアップでは、リズム打ちをしており、始めゆっくり、徐々に早めていますが晴山様と本多様はリズムにのって行なう事出来ています。蛯名様は行なう姿勢は見られているのですが、集中力に欠けており間違われる事多く見られています。

　　　　　　　蛯名様は居眠りする事なく参加でき、積極的な発言は聞かれないものの、皆さん穏やかな表情で参加されています。

・Ａグループ～テーマは「同室者の間で話したい事、伝えたい事を上手くするにはどうしたらいいか」を行っております。宮本様にロールプレイをして頂く予定をしていましたが、歯痛の為、途中退席されております。北山様よりお風呂のある日の乾燥機の混雑についての意見が出ております。他者にもいろいろな意見を出して頂いており、その為にはどうすれば良いのかも話し合って頂いております。「相手の気持ちを考えよう。自分の思ってる事を伝える。困った時はスタッフに話そう」などほとんどの方が発言出来ております。

・Ｂグループ～テーマとして布施様の７月の目標の「ホールでタイミングよく話し掛け会話する」を行い、良いタイミング、悪いタイミングを考えて頂いております。それぞれに発言聞かれており、ロールプレイも全員に行って頂いております。哘様と庭野様の会話はとてもスムーズで他者への見本となっています。大橋様はロールプレイの課題から外れた発言聞かれる事ありますが、スタッフの促しにてうまく行う事出来ています。

・Ｃグループ～ウォーミングアップでフルーツバスケットを行なった為か、全体的に空気が和み皆さん落ち着いて表情良く参加出来ていました。ロールプレイは全員にして頂いていますが、村上様と佐々木様が上手くコミュニケーションをとり、天気の話などからお互い丁寧な口調でモデリングされております。松橋様は拒否的で人前で話そうとせず、うつむいている事多いです。

・Ｄグループ～ロールプレイでは畑山様の７月の短期目標「余暇時はホールに出て皆と話をする」を行っております。菅井様は体調不良にて参加の拒否見られていましたが、スタッフの促しで参加でき、ウォーミングアップ後は退室されております。曽我様は自分の席を他者より意識的に離し座られておりますが、自らの発言時は内容から反れることなく行なう事出来ています。

　　　　　　　畑山様のロールプレイは緊張ぎみで行っていましたが、他者からの評価はとても良かったです。

・Ｅグループ～テーマを「会話へつなげる話し方」とし、モデリングをして頂いています。山口様は表情冴えず問い掛けに対しても「はい。いいえ」の返答しか聞かれていません。平義美様も発言少ないですが、他者の話をきちんと聞く事が出来ております。奥寺様は積極的に発言されており表情穏やかです。

　　　　　　　数名の方が話しに集中出来ず居眠り見られる事もありましたが、声掛けに対しては穏やかな対応出来ています。







